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5 ．「説法印」（せっぽういん）
　　 釈迦如来の印相の 1つで、両手を胸の高さまで上げ、親指と他の指の光を合わせて輪を作っている。
手振りで相手に何かを説明している仕草を模したもので「説法印」ともいう。「真理を説く」ことの比
喩である。

6．「降魔印」（こうまいん）
　　 地面に指先が触れるような形をしている。釈迦が悟りを開くときに、悪魔に妨害を受けたが、この
印により悪魔を降伏させ、退散させたために降魔印と呼ばれている。触地印（そくちいん）とも呼ば
れている。

7．「施無畏・与願印」（せむい・よがんいん）
　　 1 ．2 ．と合わせた形で、坐像の場合は左手の平を上に向け膝上に乗せる。これは信者の願いを叶え
ようというサインである。施無畏与願印は、如来像の示す印相として一般的なものの 1つである。

　私のふるさとの大分県、今まで 2 ～ 3度この臼杵の石仏は見学し、多少の知識はあったが今回私の友
人、広川宗生氏が長年東京で暮らし、大会社を退職定年となった。これを機会に故郷に帰り、この石仏
のボランティアガイドを始めたと、連絡があった。
　さっそく、機会を利用して、彼のガイドぶりを拝見した。すばらしいガイドぶりで彼がまとめた小説
も頂いた。私が写した写真も入れて、「国宝臼杵石仏」をまとめてみた。
　この石仏「臼杵磨崖仏」がいかにすばらしいか、改めて認識した所である。しかも国内では磨崖仏の約
7割が大分県にあると聞き、これ又、大分の新発見といえる。
　この小説が少しでも観光の参考になれば幸いである。
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